
10月号 発行：2021．9．20
 浜田市立波佐小学校
　浜田市金城町波佐イ558-2
℡  0855-44-0028
Fax 0855-44-0032
E-mail haza@hamada.ed.jp 

＜文責:加藤＞

　先月の９月１９日に運動会を行いました。今
年も新型コロナウイルス感染症の影響で小学校

単独開催でした。賑やかさはないものの、波佐小学校
らしくアットホームな運動会となりました。 
　『よさを合わせろ、みんなで一歩前へ』をスローガ
ンに全員で「最高の運動会をつくろう、そして、自分た
ちが元気に頑張ることで地域にエールを送ろう」とがん
ばりました。とは言え、子どもたちにとっては大変な運
動会でした。６年生を中心に種目や応援の練習と準

備。当日は出場選手であり役員でもあるので、自分の競技と友だちの応援、種目の準備片
付け、一日中走り回りました。席についてゆっくりするということはありませんでした。
誰もが、めあてを持ってひたむきに運動会に取り組みました。そういう姿をご家族の方に
も評価していただきました。運動会後、６年生が出席者全員の前に立ち、それぞれの言葉
で満足な気持ちと感謝の思いを語り、締めくくってくれました。

　１１日に稲刈りをしました。１０月に入り、子ど
もたちは稲穂の実り具合を見て「そろそろ稲刈りが

できそうですね」などと収穫の時を楽しみにしていました。お天気を心配しましたが、
陽が照りつけ秋とは思えないほどでした。 
　手鎌での稲刈りは子どもにとっては少々難儀な事ですが、手が覚えるとはよく言った
ものです。１年生もすぐに慣れていきました。６年生ともなるとお手のもので、ザック
ザックと刈っていました。一通り稲刈りを終えると、上学年は脱穀を行いました。下学
年は、しめ縄作りのために稲藁のはで干しをしました。 
　暑さもあってか、作業終盤は手が止まっていました
が、なぜ昔の人は落穂拾いをしていたのかな？とみん
なで話をすると「もったいないし、一生懸命育てた
稲だから大切にしよう」と腰を上げ、落穂拾いまで
しっかりとすることができました。今回の稲刈りも
たくさんのことを学ぶことができました。 
　田植えからしめ縄つくり、どんどろ祭りまでつなが

波佐っ子米の収穫

波佐小学校大運動会



　今年は１０月に入っても気温の高い日が続きましたが、よう
やく秋らしくなり、なにをするにもいい季節となりました。波
佐っ子たちはしっかりと学んでいます。 

【スポーツの秋】 
　体操発表会をしました。はじめのあいさつで６年生が「僕たちに
とって最後の体操大会となるはずでしたが・・・」の言葉に胸がしめ
つけられる思いでした。それでも前向きに取り組み「目標を持って頑
張ってきた成果を出したいと思います。」という言葉通りの波佐っ子
たちの発表でした。昨年から取り組んでいる1分間倒立（低学年は20
秒アンテナ）は、鍛えた体幹と根性でやり抜きました。それぞれの発
表は、保護者の皆さんの協力により緊張感漂う中でしっかりと行うこ
とができました。 
　　　さんにはクラブの指導に加え、体操練習の指導、当日の審判長で大変お世話にな
りました。ありがとうございました。 

【芸術の秋】 
　臨床美術士の方にお願いして、“脳が喜ぶ心が笑う”絵の授
業をしていただきました。絵の具を垂らしてできる模様から
発想するデザイン画とアジの開きの静物画を2週にわたって
ご指導いただきました。画題も使う画材も初めての物ばか
り、しかも、どう描いてもOK。人と比べられたり、コンクールを意識してあれこれうる
さく言われたりもしません。自由です。アートです。 
　 
【勉強の秋】（研究授業） 
　「波佐っ子は自分の言葉で上手に話す。」と褒め
ていただくことがよく
あります。きっと、授
業で話し合いをしっか
りやっているからだと
思います。子どもたち
が「考えたくなり、話
したくなり、もっと学
びたくなる」ようになるためには、どのような授
業すればいいのか！先生たちも勉強の秋です。

教室の風景

るこの学習は、波佐だからできる学習
です。子どもたちが波佐のよさを感じ
取り、ふるさとに誇りを持つことので
きる学習です。　　さんをはじめ地域
の皆様には、いつも学校を支えてくだ
さり感謝しています。ありがとうござ
いました。

２日(火) 波佐文化祭作品展示（～５日）
９日(火) ラブック号

１１日(木) 学習発表会予行練習
１４日(日) 学習発表会
１６日(火) ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ来校日
２２日(月) 振替休業日
２４日(水) 5年宿泊研修事前学習
　　　　   手紙の書き方教室　ＪＰ貯金
２５日(木) 全校集会　2学級栄養士訪問
２６日(金) ロードレース大会　6年人権学習


